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＜先週の聖書から＞     
ツァラアト”等と読まれ、らい病のことです“【 צָרַעַת】
“λέπρα ”文字通りに、病名としてのレプラ＝らい病を意味する言葉で
す。主はこの、汚れと罪の証しとして人々を恐れさせていた“らい病”を
も救い、人々の救いこそ神の意志であることを示されました。他の中風と
いう言葉や“足なえ”“盲人”と同じように、長い長い間、人々を苦しめ
ていました。病であるとともに、汚れをも、おそらくはより強く、物語っ
ていました。“この言葉は大きな差別・人権侵害をいまの時代にももたら
すものであり、聖書からなくす”という幾つかの視点からの指摘がなされ
てきましたが、説教者かららい病についてのみ言葉を奪うべきではありま
せん。どんな言葉に置き換えようとも、盲人を視力障害者と置き換えるの
と同じで、“レプラとは一体何ですか”と質問された瞬間に、“それはらい
病（と記されている病でハンセン氏病かもしれない）”と答える
かならないのです。反対に多いに語るべきでしょう。 
【説教者による説教】先週の説教は、脇先生によるものでした。聖書は、
文字で書かれ、最善の力をもって訳された、今から相当昔の言葉です。説
教者によって語られた時に神の言葉となるのです。また私の書いたもので
はありませんから、まずよくよくこれに聞かなければなりません。更に大
切なことは、礼拝という場で、聞かれるということです。聞き手もまた、
神の言葉を共に説教者と経験することになります。先週の説教は、一度し
かありませんでした。すなわち、その時に相応しい神の力で、限りなく弱
い我々を、主の救いにまで導くのです。 
【汚れた病の人】先週の箇所に記録されているらい病人は、“彼の嘆きと
病を主に担って頂いたのです”。清められました。私たちがまず注意すべ
きことは、“無条件に”ということでしょう。“このようにすれば”という
ような条件は何一つありませんでした。生涯を汚れの中で過ごさなければ
ならなかったかもしれない彼に必要だったのは“御心でしたら癒して頂け
るのですが”と願うことでした。私たちも、山のような要求の中で暮らし
ているのでしょう。しかし“全く清められたい”、一番大切なこと
されることによる解決”を主に願っているでしょうか。
【あかし】しかし私たちは、主がしてくださったことを証せずには居られ
ません。この記録にあるように、たとい“黙っておくように”と言われて
も、それはもう主がとっくにご存知のことですが、信仰者として証をする
のです。癒しに臨まれた主のように大胆に、だったことでしょう。
【担うイエス様】病人が人目を避けていたように、主も、その大胆さを彼
にお与えになり、彼にかわって御自身は“寂しい所”に追いやられること
を、“良し”とされました。救いが成就されたというのは、十字架に至る
まで、悲しみと罪を引き受けて下さった主の愛の力のことでしょう。
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